
 
１ 学習の到達目標等 

学習の到達目標 

１ 色彩に関する様々な知識を深め、色彩が人間生活の中にどのように関

わっているかを理解する。 

２ 色彩の持つ心理的効果や物理的効果を理解し、効果的な配色や活用方 

法を学習する。 
 
２ 学習計画等 

学
期 

学 習 内 容 月 学 習 の ね ら い 
考
査 

１
学
期 

１ 色彩と生活 ４ ・色彩と人間生活の関わりについて学習する。 中
間 ２ カラーリングと染色加工 ５ ・染色の歴史について学習する。 

 ６ ・光と色の関係について学習する。 期
末  ７ ・眼の構造について学習する。 

２
学
期 

３ 光と色の見え方 ８ ・ＪＩＳによる色の呼称方法について学習する。 
中
間 

４ ＪＩＳによる色の呼称方法 ９ ・色の三属性について学習する。 

５ 三属性による色の表示方法 10 ・マンセル表色系について学習する。 

 11 ・ＰＣＣＳ表色系について学習する。 期
末  12 ・オストワルト表色系について学習する。 

３
学
期 

６ 測色による色の表示方法 １ ・混色の原理について学習する。 
学
年
末 

７ 色彩管理 ２ ・さまざまな混色について学習する。 

 ３ ・色彩心理について学習する。 

 

３ 評価規準及び評価方法 

⑶  評価規準 

  知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

評 
価 
基 
準 

 繊維の製造方法や染色方法
について素材の性質や染色の
原理を踏まえて理解するとと
もに，関連する技術を身に付け
ている。 

 繊維の製造技術や染色技術
に関する課題を発見し，技術者
として科学的な根拠 に基づき
工業技術の進展に対応し解決
する力を身に付けている 

 繊維の製造や染色加工に関
わる技術を活用した繊維製品
を開発する力の向上を 目指し
て自ら学び，繊維産業の発展に
主体的かつ協働的に取り組む
態度を身に付けている。 

⑷  評価方法 

  知識・技術 思考力・判断力・表現力 主体的に学習に取り組む態度 

方 

法 

授業中に実施する小テストや定
期考査、家庭学習課題等で総合的
に評価する。 

授業中に実施する小テストや定
期考査、家庭学習等の記述内容や
発表内容及びレポートや班別活
動、プレゼン内容等で総合的に評
価する。 

振り返りシートの内容や自己評
価及び相互評価等で総合的に評価
する。 

 

４ 確かな学力を身に付けるためのアドバイス 

・授業に必要なもの、教科書、ノート、パソコン等の準備物を忘れないようにしてください。 

・ノート、課題等の提出は、期限を厳守してください。 

・学習内容の予習・復習をしっかり取り組んでください。 

・最新の情報にアップグレードされたものを学習してください。 

 
 
 

科目名 使用教科書・副教材等 単位数 学科・学年 
工業「繊維・染色技術」 新版カラーリング技術（実教出版） ２単位 繊維科・１学年 


